
いまにつながる信仰とねがい 

身近ないのり～住内
ズ ナ イ

明神
ミ ョ ウ ジ ン

～ 

洞口家では屋敷
や し き

神
が み

として、古い石碑を 

敷地の北西に祀
ま つ

っています。 

石碑は板碑
い た び

と呼ばれるもので、洞口家 

のものは元応
げ ん お う

2 年（1320）に建てられ 

たものです。 

 名取地方では、板碑を家の守り神とし 

て祀ることが多く、ズナイミョウジンと 

呼んでいます。 



洞口家　住内明神



いまにつながる信仰とねがい 

～名取老女伝説と民間信仰～ 

名取は古くから東北地方における熊野 

信仰の中心地でした。下余田にある名取 

老女の碑や熊野三社、閖上でのお浜降り 

神事などは、幅広く一般にも信仰されて 

いたことを示す存在です。 

 下余田地区には名取老女のものと伝わ 

る石碑があります。伝説によれば、老女 

め い し ず え

は紀伊
き い の

国
く に

（和歌山県）まで毎年お参りに 

行くほど、熊野
く ま の

権現
ご ん げ ん

を深く信仰する女性 

でした。彼女の信仰心はやがて人々を感 

化し、名取熊野三社の誕生へつながりま 

した。 
 



名取老女の墓

名取老女の碑 文化8年（1811）に建てられたもので、老女の伝説にあやかり、旅の神様として地域で 
信仰されてきました。現在でも社には奉納されたワラジやゾウリが残されています。 



いまにつながる信仰とねがい 

～老女のいのり～ 

能楽の演目の一つに「名取ノ老女（別 

名護法）」があります。 

寛
か ん

正
し ょ う

5 年（1464）に公演の記録があ 

りますが、明治時代には廃曲
は い き ょ く

となってい 

ました。 

 名取老女伝説をもとにしたとされる演 

目で、名取と熊野の地が「いのり」によっ 

て結ばれ、「希望」への道が開かれるとい

う大きなテーマを見ることができます。 

東日本大震災からの復興へのねがいと 

して、平成 28 年に国立能楽堂で復活公 

演が行われました。 

 
 





国立能楽堂　復興と文化　特別編　名取ノ老女（国立能楽堂提供）



身近ないのり～絵馬～ 

願いや悩み、暮らし方など身近な生活 

を伝える資料の一つに絵馬があります。 

牛野にある子安延命地蔵堂には、子育て 

にご利益
り や く

があるとして、古くから名取や 

その近隣の地域に知られていました。堂 

内には安産祈願のために奉納
ほ う の う

された枕、 

母乳の出が良くなるように米を詰め乳房 

をかたどったものなどが奉納されていま 

す。 

地蔵堂では、子育てに関する絵馬が多 

く納められており、親子で祈願する姿を 

描いたもの、ボールで遊ぶ子どもを描い 

た絵馬などが見られます。 

 
 



牛野地蔵堂



身近ないのり～カマガミ～ 

洞口家では、カマバシラ（カマド北東 

の柱）にカマガミという神様を祀
ま つ

ってい 

ました。 

カマガミは宮城県および岩手県の一部 

地域で見られる台所の神様で、家を建て 

る際に大工や左官
さ か ん

によって製作されたと 

言われています。 

 今では作られることはなく、工芸品と 

して残されています。 

 
 



洞口家　カマガミ



復興へのいのり 

～発見された昭和三陸津波標柱～ 

市内には昭和 8 年（1933）三陸地震 

の後に建てられた津波碑１基と標柱
ひ ょ う ち ゅ う

１基 

が残されており、平成 26 年 10 月に市 

登録文化財となっていました。標柱は碑
ひ

 

文
ぶ ん

から第１～４号の計４本建てられたこ 

とがわかっていましたが、正確な場所や 

設置年、経緯などは不明でした。 

 ところが、偶然にも平成 28 年 3 月 11 

日に貞山堀の底から第 3 号の標柱が発見 

されました。 
 



津波標柱の出土地点

↓日和山 ↓宮下橋 ↓出土地点 ↓名取川

津波標柱の拓影



復興へのいのり 

～標柱の記録からわかったこと～ 

標柱発見後の資料調査の結果、昭和 8 

年の閖上町役場の記録中に、津波碑と 4 

本の標柱それぞれの設置場所が記されて 

いることがわかりました。これによれば、 

発見された３号碑は宮下橋南詰付近に建 

てられたものであることがわかります。 

 津波碑と標柱が合わせて設置されるこ 

とは他の地域ではあまり例がなく、具体 

的に津波到達地点を明らかにすることに 

よって、より効果的な警鐘
け い し ょ う

を図り、津波 

に対する防災意識を高めようとする意思 

が伝わってきます。 
 



震災復興事業に伴う調査 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本 

大震災で被災した沿岸部の復興のため、 

多くの事業が行われてきました。事業の 

規模は住宅の再建や宅地造成など中・小 

規模なもの、区画整理やほ場整備など大 

規模なものまで、さまざまです。 

 これらのうち、埋蔵
ま い ぞ う

文化
ぶ ん か

財
ざ い

包蔵地
ほ う ぞ う ち

（遺 

跡）に影響があるものは、事前に発掘調 

査を実施し、記録を残しています。調査 

は復興事業の性格を踏まえて、必要最低 

限の内容にとどめています。 

 
 



 
開発に伴う埋蔵文化財の事務処理・開発対応件数一覧 

 
 
 
 

 

年度 

開発に伴う埋蔵文化財の 

発掘届・通知受理件数 

開発に対する対応内容の内訳 発掘調査実施件数 調査原因となった事業内容の内訳 

発掘届  

（民間事業） 

受理件数 

発掘通知 

（公共事業） 

受理件数 

発掘調査 工事立会 慎重工事 その他 

全体 

※通常事業

を含む 

復興事業 

関連調査 

個人住宅 宅地造成 区画整理 その他 

H24 66 5 36 29 4 2 35 16 13 1 1 1 

H25 109 8 54 60 3 0 48 19 15 0 0 4 

H26 86 3 37 50 2 0 53 19 6 3 1 9 

H27 71 12 34 46 3 0 30 6 4 1 1 0 

計 332 28 161 185 12 2 166 60 38 5 3 14 

 





～上余田遺跡～ 
所在地：上余田字市坪 

上余田遺跡は JR 名取駅から北に約 1.5 

ｋｍの地点を中心に広がる遺跡です。標 

高は 7～8ｍで、最も内陸側の浜堤上か、 

名取川が形成した自然堤防上に立地して 

います。 

 区画整理事業に伴い、昨年に確認調査 

（試掘）を行い、今年 7 月から本格的な 

調査を実施しています。その結果、古墳 

時代・古代の竪穴
た て あ な

遺構
い こ う

（竪穴
た て あ な

住居
じ ゅ う き ょ

など） 

が 20 軒以上見つかったほか、中世の大 

きな溝や近世の井戸など、多くの遺構が 

見つかりました。また、弥生土器、古墳 

時代や古代の土器（土師器
は じ き

や須
す

恵器
え き

）、中・ 

近世の陶磁器、石
せ き

製品
せ い ひ ん

などが出土してい 

ます。 
 





上余田遺跡発掘調査区の一部



「名取市歴史文化基本構想」 

策定の準備を進めています 



名取市では歴史文化基本構想策定に向 

けての事業を計画し、名取市歴史文化基 

本構想等策定委員会、名取市教育委員会、

文化財保護審議委員会の体制のもと、名 

取市文化遺産活用地域活性化実行委員会 

を組織し、市民の方々にもご協力いただ 

き、市内の文化財調査を実施しました。 

27 年度の調査事業として、歴史資料 

調査、歴史的建造物調査、古文書等調査、

民俗・風習等調査を実施しました。 

 調査対象は、名取市の歴史文化を特徴 

づけていると思われる伝承地、名勝地な 

どの歴史文化資源、街道や河口を活用し 

た旧市街地について、その特徴を浮かび 

上がらせる建造物、民俗、文献等を主な 

ものとしました。昨年度の調査結果及び 

本年度の調査について一部紹介します。 
 



【文化財調査と体制】 
 

 分  野 調 査 対 象 調 査 団 体 

１ 歴史資料調査事業 
伝承地、名勝地、旧跡、

石造物など 
名取市郷土史研究会 

２ 歴史的建造物調査 
昭和２０年以前の住宅、

神社仏閣ほか建造物 
なとり歴史的建造物研究会 

３ 古文書等調査 
現存する文書、書籍、書、

絵画など 
名取古文書学習会 

４ 民俗・風習等調査 
風習、民間信仰、民族芸

能、民話など 
名取昔ばなし語りの会 

 



【歴史的建造物調査】 

調査対象は 503 件で、「時代」の箇所 

が「不明」とあるのは、調査時点で建築 

年代が明確にできなかったもので、今後 

調査が必要な物件が対象となっています。 

 年代では、大正、昭和に建築されたもの 

が 60％以上です。江戸～明治にかけての 

建築物は年代の確定が困難なケースもあ 

り、再調査により確定数が増えることも 

考えられます。 

建造物の分類では農家が半数を占め、 

商家はごく少数にすぎません。民家、商 

家の分布は街道沿いの部分に多く、道路 

拡幅、開発等によるものと考えられます。 

また、震災の被害規模が大きかった地区 

では、多くの家屋が建て替えられ、大正 

以前に遡
さかのぼ

る建築物は現存しないところも

見られます。   



時代 件数 ％ 備考

江戸時代 16 3%

明治時代 64 13%

大正時代 168 33%

昭和時代 151 30%

不明 55 11%

建替・解体 49 10%

503 100%

分類 件数 ％ 備考

社寺 58 12%

民家 93 18%

農家 272 54%

商家 5 1%

その他 26 5%

建替・解体 49 10%

503 100%



平成 28 年度の建造物詳細調査風景(閖上牛野) 
 

 

建物の実測中 

建物は大正２(1913)年に

建てられたもので、米蔵とし

て利用されていました 



 

ネズミ返し 

米蔵として利用していたため、

入口を開けた時にネズミが入ら

ないように設置するもの 

 

鍵穴周辺のデザイン 

鍵穴周辺に打ちでの小づち、巾

着など、多収を願って縁起の良い

小物を配置しています 
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